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受賞論文
「IoTを用いた冬期交通網管理の効率化に関する研究 ～ ―降雪分布取得、融雪装置用井戸水位監視、道路除
雪シミュレーションシステム、路面温度予測配信システムの開発― ～」

　雪氷防災研究部門の山下克也特別研究員、同山口悟総括主任研究員、中越防災
安全推進機構の諸橋和行地域防災力センター長、信州大学教育学部の横山俊一研
究員が、科学技術振興機構（JST）の「イノベーションハブ構築支援事業」の一
環として取り組んだ研究の論文が、電子情報通信学会「2020年安全・安心な生
活とICT研究会 安全・安心ベストプラクティス賞」を受賞しました。

　雪氷防災研究部門の平島寛行主任研究員、防災情報研究部門の佐野浩彬特別技術員が、JR東日本の伊豫部勉氏、
新潟大学の河島克久教授、秋田大学の本谷研准教授とともに取り組んだ「屋根雪おろし判断のための『雪おろシグナ
ル』の開発と運用」が評価され、2020年度日本雪工学会技術賞を受賞しました。

安全・安心な生活とICT研究会　　　
安全・安心ベストプラクティス賞を受賞

日本雪工学会技術賞を受賞

オンライン授賞式の様子
　画像上段　日本雪工学会 高橋徹会長（左）、新潟大学 河島克久教授（右）
　　　中段　平島寛行主任研究員（左）、佐野浩彬特別技術員（右）
　　　下段　JR東日本 伊豫部勉氏（左）、秋田大学 本谷研准教授（右）
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　例年、好評を博している雪氷防災研究センターの一般公開が、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、昨年に続き、 
今年も中止になりました。そのかわりに、自称雪崩研究者のDr.ナダレンジャーが科学実験シリーズ最新作「ベナール戦隊
タイリュウジャー」をご紹介します。

　用意するものはナダレンジャー 2号とぬるま湯。ナダレ

ンジャー 2号の本来の用途はミニチュアのなだれシミュ

レータです。実験は、このぬるま湯をナダレンジャー 2

号に5分目ほど入れてテーブルの上にそっと置いて約3分

間。ナダレンジャー 2号内の上半分にある空気層に面した

容器上面と前後側面に、水蒸気が結露した領域がほぼ等間

隔で出現して完了。水滴がついている領域では上昇気流。

水滴がない領域では下降気流。空気層の中に形成された対

流セルの鉛直断面が可視化できます。

　ナダレンジャー 2号を大きくゆり動かして、中のぬる

ま湯で内壁の水滴をすべて洗い落すだけでリセット完了。

そっと置いてちょっと待つ。これを繰り返せば、ぬるま

湯と室温との温度差がわずかになるまで何度でも再現でき

ます。

　お椀の味噌汁と同じく、地球科学分野でも、対流現象は

お馴染みのものです。いま話題の線状降水帯をはじめさま

ざまな気象現象や地球内部におけるマントル対流など、上

下に温度差のある流体で生じる対流は自然災害のメカニズ

ムを理解するための科学の基本のひとつです。中でも、ベ

ナール・セルと呼ばれる細胞のように規則的に組織化され

る対流パターンは科学館の展示物としても、見学者の感性

に刺激を与えるものです。

　ところで、通常、対流実験に用いる流体は味噌汁やシリ

コンオイルなどの液体で、気体を使用することはほとんど

ありません。今回ご紹介する材料は空気と水だけです。対

流するのは空気。しかも、水平パターンではなく、鉛直パ

ターンです。ナダレンジャー 2号の内壁の曇りは、気象現

象でいえば雲に対応しますが、空気中を浮遊する雲粒と違

い、内壁に結露した水滴は動かないので、ベナール・セル

の痕跡を示す指紋のようなものかもしれません。ところで、

－Dr.ナダレンジャーの夏の科学実験教室－

「ベナール戦隊タイリュウジャー」

ナダレンジャー 2号をどう入手するかですが、そのような

ものがなくても、正真正銘、身の回りのものだけで、水平

パターンをお見せする方法は次の機会で。

図1　なだれシミュレータ「ナダレンジャー 2号」 改め、「ベナール戦隊
タイリュウジャー」を抱えるDr.ナダレンジャー。中に入っているのはぬ
るま湯と空気のみ。

図2　空気層に形成されたベナール・セルの痕跡。水面から天井までの
空気層が厚いと形成されるベナール・セルのサイズも大きい。

ぬるま湯空気




